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DVD

Studio

Pro

4.2の新機能

「
DVD

Studio

Pro

4.2」には新しい機能がいくつか追加されています。このリリースの最新情報
については「ヘルプ」＞「リリースノート」を参照してください。

「
Soundtrack

Pro」のオーディオ・ファイル・プロジェクトの
サポート
「
DVD

Studio

Pro」では、
2チャンネルの「
Soundtrack

Pro」オーディオ・ファイル・プロジェ
クト（
STAPファイル）を読み込めるようになりました。

参考：チャンネルが
3つ以上含まれる
STAPファイルを読み込んだ場合には、「 
DVD

Studio

Pro」
では左右のチャンネルだけが使用されます。

「
Soundtrack

Pro」のオーディオ・ファイル・プロジェクトがサポートされたことにより、オリ
ジナルのオーディオソースファイルを非破壊的に編集できる「 
Soundtrack

Pro」の「波形エディ
タ」の強力な機能を簡単に活用できるようになります。


STAP ファイルは、通常のオーディオファイルとまったく同様に 
DVD

Studio

Pro プロジェクト
に読み込んで使用できます。
STAPファイルに変更を加えたい場合には、
そのファイルを「
Soundtrack

Pro」で開きます。そして「
Soundtrack

Pro」で保存すれば、そ
のプロジェクトは自動的に「
DVD

Studio

Pro」で更新されます。


DVD

Studio

Proプロジェクトから 
STAPファイルを変更するには：

1 以下のいずれかの操作を行って、
STAPファイルを「
Soundtrack

Pro」で開きます：

Â 目的のファイルを「素材」タブで選択し、「ファイル」＞「素材」＞「エディタで開く」と選

択します。

Â「素材」タブで
 Control キーを押しながら目的のファイルをクリックし、ショートカットメ
ニューから「エディタで開く」を選択します。

「
Soundtrack

Pro」の「波形エディタ」でこの
STAPファイルが開かれます。 


2 「
Soundtrack

Pro」で
STAPファイルに必要な変更を加えて、プロジェクトを保存します。 


3 「
DVD

Studio

Pro」に切り替えます。

「素材を更新」ダイアログが表示され、
STAPファイルが変更されたことが報告されます。このダ
イアログの「ログを表示」をクリックすれば、このファイルを利用しているエレメントのリスト

を確認できます。
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追加の
H.264フォーマットのネイティブサポート
「
DVD

Studio

Pro」で、追加の
H.264 高精細度（
HD）ビデオフォーマットをネイティブに読み
込めるようになりました。そのため、これらの素材は内蔵
MPEGエンコーダによって再エンコー
ドされることはありません。

サポートされるフォーマットの詳細は次の通りです：

Â 720p、23.98 fps および 720p、29.97 fps：
NTSC
HDプロジェクトにこれらのフレームレー
トの
H.264 素材を読み込めるようになりました。「
DVD

Studio

Pro」はコンパイル作業中に

HD
DVD仕様に準拠するようにフレーム・ダブリング・フラグを追加します。

参考：
720p、
59.94
fpsの
H.264素材は以前から
NTSC
HDプロジェクトでサポートされてい
ます。

重要：
720p、
24
fps（
23.98
fps ではない）と
720p、 
30
fps（
29.97
fps ではない）はネイ
ティブフォーマットではないため、エンコードされます。そのほか、
720p、
23.98
fps と

720p、
29.97
fpsの
HDVフォーマットもネイティブフォーマットではないため、エンコード
されます。

Â 720p、25 fps：このフレームレートの 
H.264素材を
PAL
HDプロジェクトに読み込めるように
なりました。「 
DVD

Studio

Pro」はコンパイル作業中に
HD
DVD仕様に準拠するようにフレー
ム・ダブリング・フラグを追加します。

参考：
720p、 
50
fpsの
H.264素材は以前から
PAL
HDプロジェクトでサポートされています。

重要：
720p、 
25
fpsの
HDVフォーマットはネイティブフォーマットではないため、エンコー
ドされます。

「ネイティブ」サポートについて
「 
DVD

Studio

Pro」のプロジェクトには、さまざまなビデオフォーマットとフレームレートを
読み込めます。

Â 素材がネイティブにサポートされている場合（前述した素材の場合など）はそのまま使用さ
れ、すぐに「素材」タブの「ステータス」に緑のドットが表示されます（ただし素材の解析
に多少時間がかかる場合には「ステータス」の進行状況バーの脇に“
P”が表示されます）。

Â 素材がネイティブにサポートされていない場合（
NTSCプロジェクトの 
25
fps素材など）に
は、ネイティブにサポートされるフォーマットにエンコードされます。「ステータス」に黄

色のドットが表示された場合には、エンコードされる必要があることを示しています。「ス
テータス」の進行状況バーの脇に“
E”が表示されている場合には、現在エンコード中です。
どちらが表示されるかは、「
DVD

Studio

Pro」の「環境設定」で「バックグラウンドエンコー
ディング」が選択されているかどうかによります。

「 
DVD

Studio

Pro」にネイティブサポートされている素材かどうかを判断する別の手段として、
「素材」タブで
Controlキーを押しながらその素材をクリックして、「エンコーダ設定」の項目
が淡色表示される（つまりネイティブサポートされている）かどうかを確認するという方法も
あります。

重要：「 
DVD

Studio

Pro」は数多くのネイティブでない素材を互換フォーマットに変換できる
ようになっていますが、通常は「
Compressor」を使った方が良好な結果が得られます。
「 
Compressor」には「フレームコントロール」やフィルタをはじめとする多彩な機能が含まれ
ており、それらを利用すれば可能な限り高い品質で素材を変換できるようになっています。









「ヘルプ」メニューへの「サポートプロファイルを作成」の追加
「
DVD

Studio

Pro」の「ヘルプ」メニューに「サポートプロファイルを作成」という項目が追加
されました。この項目は、問題発生時にその問題を
AppleCare に通知する際に、コンピュータ
の情報を提供するのに使用できます。

参考：
AppleCareの担当者から依頼されない限り、通常は「サポートプロファイルを作成」を使
う必要はありません。

コンテンツのデフォルトの場所の移動
「
Final

Cut

Studio」のアプリケーションで効率よくコンテンツを使用できるように、コンテンツ
のデフォルトの場所が移動されて、以前よりもまとめられました。「
DVD

Studio

Pro」に付属す
るテンプレートなどのコンテンツは、このバージョンでは「
/ライブラリ
/Application
Support/
Final

Cut

Studio/DVD

Studio

Pro/」に収められています。

「
DVD

Studio

Pro」に付属するコンテンツの格納場所を特に指定しない限り、「
Final

Cut

Studio」
のインストーラによって現在の「
DVD

Studio

Pro」付属コンテンツが自動的にこの新しい場所
に移動されます。

参考：この変更は、従来のバージョンの「
DVD

Studio

Pro」で作成または読み込みを行ったカ
スタムコ ンテンツには一 切影響ありませ ん。また、以前にイ ンストールした 際に

「
DVD

Studio

Pro」付属のコンテンツに独自の場所を指定した場合には、コンテンツは新しい場
所に移動されません。

重要：従来のバージョンの「
DVD

Studio

Pro」で作成されたプロジェクトの中に、
「
DVD

Studio

Pro」付属のコンテンツを利用しているプロジェクトがある場合、そのプロジェク
トを開こうとすると「不明のファイル」ダイアログが表示されます。その場合には、移動された

コンテンツの新しい場所を「不明のファイル」ダイアログを使って指定してください。
1 つの
ファイルの場所を指定すれば、見つからなかったほかのすべてのファイルの場所が

「
DVD

Studio

Pro」によって自動的に検出され、プロジェクトが開きます。 


©





2007
Apple
Inc.
All
rights
reserved.
Apple、
Appleロゴ、
DVD

Studio

Pro、
Final

Cut

Studio、および
Soundtrackは、米国その他の国で登録された
Apple
Inc.の商標
です。
AppleCareは、米国その他の国で登録された
Apple
Inc. のサービスマークです。


	DVD Studio Pro 4.2の新機能
	「Soundtrack Pro」のオーディオ・ファイル・プロジェクトの サポート
	追加のH.264フォーマットのネイティブサポート
	「ネイティブ」サポートについて

	「ヘルプ」メニューへの「サポートプロファイルを作成」の追加
	コンテンツのデフォルトの場所の移動


